
 

先頃、平成 28 年春の叙勲受章者が発表されましたが、当社社外取締役である永井美之先

生が瑞宝中綬章を受章しました。 

今回の受章は、ウイルス学の第一人者として半世紀余りウイルス研究を通じて、感染症

への対応や遺伝子治療に役立てる技術の開発に努めてきた実績が評価されたものでありま

す。 

永井先生には、ウイルス学や基盤技術であるセンダイウイルスベクターの開発に関わる

知識・経験、および長年の感染症研究により培われた疾患・治療に関わる専門的見地を当

社の経営に活かすべく社外取締役を務めて頂いています。 

 

 

 

 

 

永井
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 略歴 

 

学歴 

昭和 40年 3月 名古屋大学医学部医学科卒業 

昭和 48年 4月 医学博士（名古屋大学） 

 

職歴 

昭和 45年 4月 名古屋大学医学部助手 

昭和 59年 2月 同大学医学部教授 

平成 5年 4月 東京大学医科学研究所教授 

平成 10年 6月 国立感染症研究所エイズ研究センター長 

平成 13年 4月 富山県衛生研究所長 

平成 17年 7月 理化学研究所感染症研究ネットワーク支援

（推進）センター長 

平成 27年 4月 理化学研究所研究顧問 

平成 27年 6月 ㈱アイロムグループ取締役 

 

受賞歴 

平成 2年 7月 フンボルト賞 (Humboldt Forschungspreis) 

平成 6年 11月 野口英世記念医学賞 

平成 7年 5月  中日文化賞 

平成 12年 11月 武田医学賞 

平成 13年 11月 紫綬褒章 

平成 13年 12月 土岐市功労賞 

平成 20年 6月 日本学士院賞 

平成 26年 12月 名古屋大学レクチャーシップ 

平成 28年 5月  瑞宝中綬章 

 


